














要旨:毎年の人口動態統計から各都道府県別に'71年～'87年の17年間の新生児死亡率を検

討したが,この間では,小川の分類による新生児死亡率が全国平均値以下を示す Aグループ

の都道府県は,僅かに東京都,神奈川県,静岡県,岡山県の 4都県のみであった。10年前の小

川の報告以後,千葉県,京都府,兵庫県,愛知県,福岡県,大阪府の 6 府県が,全国平均値を上

回る年があり,A グループから除外された。地域としての新生児医療への取り組み方に問題

があろう。 

年間出生数の少ない県では,毎年の新生児死亡率の変動が大きく,また全国最低値を示す都

道府県もこの 7 年間では毎年異なり,しかもその後必ずしも好成績を示さないので統言十

学的手法である3年移動平均値で,この16年間の推移を検討したが,岡山県の好成績が注目

された。Aグループとした 4都県については,'51 年以後の成績をみたが,'50 年代の前半に

は岡山県の新生児死亡率はむしろ最高値のグループであったが,その後改善され'68 年に

最低値を示し以後 18年間好成績であった。県全体としての新生児医療への取り組みの結果

であろう。 

つづいて重症児の搬送を含めた新生児医療の地域化のなされた,静岡県西部地域および東

部地域の新生児死亡率を,この Aグループの 4都県の値と比較検討した。新生児医療の地域

化により地域の新生児死亡率が大きく改善されていることが明らかになった。このことは,

新生児医療の地域化の必要性,重要性のあることを示すものである。 


